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要旨
栄養素代謝物は、エピゲノム形成に直接作
用して細胞運命や可塑性を制御する。水溶
性ビタミンであるリボフラビンは、細胞内でフラビ
ンアデニンジヌクレオチド（FAD）に変換され、ヒ
ストン脱メチル化酵素LSD1とLSD2の必須の
補酵素として働く。この他にもFAD依存性酵
素やその反応生成物は多数あり、様々な形
で細胞制御に関わると考えられる。
本セミナーでは、私達がこれまでに明らかにし
たLSD1とLSD2による代謝表現型の制御機
構に加えて、最近新たに見出したFAD依存性
細胞制御機構についても紹介したい。
古典的な栄養素の研究が現代の生命科学
にどのように貢献しうるかについて議論したい。
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